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災 害 概 況 の ま と め 
 

Ⅰ 火災概況 
（１）火災概況 

本年上半期の火災件数は６５件で、前年同期比６件の増加となっています。 
火災種別としては「建物火災」が８件減少しており、「その他火災」が１０件増加し

「車両火災」が２件増加しています。 
「建物火災」の減少により「焼損面積」も前年同期の２、６１７㎡から１，５００

㎡と約１，１００㎡の減少となっています。 
焼損面積の減少に伴い「建物火災」の損害額も、５９，０８５（千円）と前年同期

の８４，２７３（千円）から約２５，０００（千円）の減少となっています。 
火災原因については、前年同様「たき火」が１９件と最も多く、次いで「その他」

１１件、「放火の疑い」９件の順となっています。 
火災による死者は前年と同様に２人の死者が発生し、いずれも高齢者となっていま

す。負傷者は前年同期と比較して１人減少の８人となっています。 
 

（２）出火予防対策 
高齢化が進み死者・負傷者ともさらに増加していく恐れがあります。 
引続き、地域住民の防火意識の高揚を図ると共に、住宅用火災警報器設置促進及び

維持管理を含めた広報活動を実施し、住宅防火対策を推進し続けることが重要と考え

ます。 
 

Ⅱ 救急概況 
  救急出動件数は５，６１３件で前年上半期に比べ８５件の減少、また救急搬送人員は

５，２１１人で１１７人の減少となっています。 
事故種別でみますと、急病が全体の６割以上を占め、次いで一般負傷、転院搬送、交

通事故の順となっています。 
  年齢別でみますと、６５歳以上の高齢者が搬送される割合が年々増加しています。今

後、更に高齢者が占める割合が増加することが予測されます。 
  心肺停止傷病者に対する応急手当の割合は前年度より２％減少しました。 
万一の時、早期の応急手当は必要ですが、一番大切なことは病気予防です。 
心肺停止に陥る前に早期の医療機関受診が重要です。 

 

Ⅲ 救助概況 
  救助出動件数は８９件で前年上半期に比べ１８件減少、救助活動件数は６７件で前年

に比べ１１件減少しています。 
救助人員は４６人で前年に比べ１５人減少し、事故種別で見ますと、交通事故が最も

多く２３人となっています。 
  全国的に風水害、地震などの災害規模が大規模・長期化することに伴い、県内の相互

応援、緊急消防援助隊の活動、医療、防災機関及び行政などとの迅速な連携活動、連携

強化が必要不可欠となっています。 
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Ⅳ １１９番着信概況 
  １１９番の総着信件数は７，４６２件で昨年同期より２４９件少なくなっていま

す。事故種別ごとに着信件数を見ますと、火災通報９８件で４３件減、救急通報５，

２３９件で１００件減、救助通報４２件で７件減、警戒通報は１９３件で８件増、問

合せ４０３件で９０件減、間違い３５２件で４４件減、悪戯９４件で１件増、訓練等

１,０４１件で１６件増でした。総着信件数から問合わせ、間違い、悪戯、訓練等など

を除く災害通報は５，５７２件で昨年上半期に比べると１３２件減でした。 
  電話種別ごとに着信件数を見ますと、固定・ＩＰ電話４，２９７件で３８０件減、携

帯電話３，１６５件で１３１件増でした。総着信件数のうち携帯電話による通報が占め

る割合は約４２％ですが、屋外で発生または発見されることの多い災害では、火災が６

７％、救助が７６％、警戒が５６％を占めており、統合型位置情報通知システムを活用

して、災害場所の早期情報特定を取得するよう努めています。 
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